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右
の
質
問
主
意
書
を
提
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す
る
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第
二
次
大
戦
中
旧
日
本
軍
に
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つ
て
接
収
さ
れ
た
沖
縄
県
下
の
土
地
に
関
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る
質
問
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意
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一 

 



 

昭
和
五
十
二
年
三
月
十
七
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時
の
福
田
総
理
大
臣
は
、
現
在
国
有
財
産

と
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
、
調
査
の
上
必
要
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
有
財
産
台
帳
か
ら
ま
つ

消
す
る
旨
の
答
弁
を
し
た
。 

第
二
次
大
戦
中
、
戦
場
と
化
し
た
沖
縄
全
島
に
お
い
て
、
旧
日
本
軍
が
航
空
基
地
等
構
築
の
た
め
強
制
的
に
接

収
し
た
民
有
地
は
、
戦
後
、
全
面
占
領
支
配
の
下
で
、
米
軍
の
布
令
、
布
告
に
よ
つ
て
「
国
有
地
」
扱
い
と
さ
れ
、

現
在
、
大
蔵
省
が
「
国
有
財
産
」
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
土
地
の
所
有
者
で
あ
つ
た
旧
地
主
関
係
者
は
「
強

制
的
接
収
で
土
地
代
も
支
払
つ
て
い
な
い
」
と
し
て
所
有
権
を
主
張
し
、
返
還
を
求
め
て
き
た
。 

大
蔵
省
は
、
そ
の
後
の
昭
和
五
十
三
年
四
月
十
七
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
「
沖
縄
に
お
け
る
旧
軍
買
収
地

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
調
査
結
果
報
告
文
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
し
、
そ
の
な
か
で
「
旧
軍
が
接
収 

第
二
次
大
戦
中
旧
日
本
軍
に
よ
つ
て
接
収
さ
れ
た
沖
縄
県
下
の
土
地
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

し
た
土
地
は
、
私
法
上
の
売
買
契
約
に
よ
り
正
当
な
手
続
を
経
て
国
有
財
産
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
す

る
」
と
の
結
論
を
示
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
報
告
書
は
国
家
総
動
員
体
制
下
の
状
況
や
関
係
者
の
証
言
を
全
く
無
視
し
、
沖
縄
本
島
や
伊

江
島
に
関
し
て
は
、
直
接
的
資
料
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
部
離
島
地
域
の
例
を
挙
げ
推
測
で
、
「
旧
軍
に
よ

る
正
当
な
買
収
」
と
判
断
す
る
な
ど
、
極
め
て
客
観
性
の
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。 

一 

土
地
の
強
制
的
接
収
に
つ
い
て 

2 

同
報
告
書
は
「
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
く
収
用
は
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
沖
縄
本
島
や
伊
江 

1 

旧
日
本
軍
が
、
飛
行
場
建
設
な
ど
の
た
め
に
、
強
制
的
に
土
地
を
接
収
し
た
と
す
る
当
時
の
関
係
者
の
多

く
の
証
言
が
あ
る
。 

従
つ
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
た
だ
し
た
い
。 

大
蔵
省
の
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
の
証
言
を
承
知
し
た
上
で
の
結
論
か
。 

四 

 



 

3 

沖
縄
北
飛
行
場
（
現
在
、
読
谷
飛
行
場
）
建
設
に
伴
う
土
地
接
収
に
つ
い
て
、
旧
地
主
関
係
者
は
「
日
本
軍

が
な
ん
の
事
情
説
明
も
な
く
飛
行
場
を
予
定
す
る
民
有
地
に
赤
い
旗
を
立
て
、
そ
の
一
週
間
後
に
関
係
地
主

が
、
読
谷
村
国
民
学
校
に
集
め
ら
れ
軍
担
当
官
二
名
が
、
県
警
保
安
課
長
を
伴
い
緊
迫
し
た
戦
況
を
説
明
し

『
こ
の
地
域
は
飛
行
場
に
最
適
地
で
あ
る
。
戦
争
に
勝
つ
た
め
の
飛
行
場
設
置
で
あ
る
か
ら
諸
君
の
土
地
を

提
供
し
て
も
ら
い
た
い
』
」
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
「
旧
日
本
軍
接
収
用
地
調
査
報
告
書
」
、
沖
縄
県
）
と
軍
隊
口
調 

(2) 

事
情
聴
取
し
た
関
係
者
と
は
、
ど
う
い
う
立
場
の
人
か
、
ま
た
、
そ
の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
つ

た
か
。
そ
れ
は
、
沖
縄
本
島
及
び
伊
江
島
に
関
す
る
も
の
か
。 

(1) 

通
ち
よ
う
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

島
に
つ
い
て
は
直
接
的
資
料
が
発
見
さ
れ
な
か
つ
た
と
し
な
が
ら
「
旧
軍
の
私
的
契
約
に
よ
る
買
収
」
と
の
結

論
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
旧
陸
軍
、
海
軍
の
「
軍
用
地
買
収
手
続
き
及
び
代
金
の
支
払
方
法

に
関
す
る
通
ち
よ
う
等
」
と
「
関
係
者
の
事
情
聴
取
」
を
挙
げ
て
い
る
。 

五 

 



 

4 

私
自
身
も
旧
地
主
関
係
者
の
集
ま
り
で
、
か
か
る
証
言
を
直
接
聞
い
て
い
る
。
旧
日
本
軍
が
、
地
主
に
対 

(3) 

大
蔵
省
が
、
報
告
書
で
述
べ
て
い
る
旧
日
本
軍
の
「
説
明
会
」
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
。 

(2) 

こ
れ
は
、
文
字
ど
お
り
何
ら
の
手
続
き
も
行
わ
な
い
強
制
的
接
収
で
は
な
い
の
か
。 

(1) 
こ
の
証
言
の
事
実
を
認
め
る
か
。 

に
よ
る
一
方
的
な
要
請
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。 

し
て
出
頭
を
命
じ
、
用
地
の
提
供
に
つ
い
て
な
か
ば
強
制
的
に
要
請
し
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
承
諾
印
を
押
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
戦
突
入
を
直
前
に
し
た
状
況
の
な
か
で
地
主
は
反
対
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。 

更
に
、
接
収
さ
れ
た
自
分
の
土
地
の
地
な
ら
し
ま
で
さ
せ
ら
れ
た
時
の
地
主
の
気
持
は
、
ま
る
で
生
命
を

削
る
思
い
で
あ
つ
た
と
い
う
。 

ま
た
、
当
時
大
本
営
陸
軍
参
謀
（
後
に
第
三
二
軍
参
謀
、
陸
軍
中
佐
）
で
あ
つ
た
神
直
道
氏
は
、
「
軍
事
優
先 

六 

 



 

5 

関
係
者
の
証
言
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
旧
日
本
軍
の
土
地
接
収
が
「
正
当
な
手
続
き
を
経
た
私
的
契
約
に

よ
る
買
収
」
と
い
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

(3) 

国
家
総
動
員
体
制
下
に
お
け
る
社
会
状
況
及
び
旧
日
本
軍
の
土
地
接
収
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

(2) 

神
直
道
氏
の
証
言
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
判
断
を
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。 

(1) 

大
蔵
省
は
こ
う
し
た
事
情
を
承
知
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
を
承
知
し
た
上
で
、
な
お
か
つ
「
私
的
契
約

に
よ
る
買
収
」
と
い
う
つ
も
り
か
。 

の
情
勢
で
あ
り
、
且
つ
飛
行
場
建
設
は
緊
急
を
要
し
た
の
で
地
主
達
の
意
志
を
聴
取
す
る
暇
も
な
く
」（
昭
和

五
十
三
年
三
月
「
旧
日
本
軍
接
収
用
地
調
査
報
告
書
」
沖
縄
県
）
着
手
し
た
と
証
言
し
て
い
る
。 

大
蔵
省
が
い
う
よ
う
に
仮
に
、
国
家
総
動
員
法
を
直
接
発
動
し
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
旧
日
本
軍
の
土
地

接
収
が
、
強
制
的
な
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
認
め
る
か
。 

七 

 



 

二 
土
地
代
金
の
未
払
い
に
つ
い
て 

2 

大
蔵
省
は
報
告
書
の
な
か
で
「
代
金
は
支
払
わ
れ
た
」
と
い
い
、
更
に
「
正
当
に
契
約
し
代
金
を
支
払
つ
た 

1 
沖
縄
県
が
昭
和
五
十
三
年
三
月
に
調
査
し
ま
と
め
た
「
旧
日
本
軍
接
収
用
地
調
査
報
告
書
」
は
、
そ
の
な
か

で
旧
地
主
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
集
計
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
例
え
ば
、
沖
縄
北
飛
行
場
（
現
在
、
読
谷
飛
行
場
）
の
場
合
、
当
時
、
地
主

に
対
し
て
は
家
屋
の
移
転
補
償
や
農
産
物
の
補
償
金
の
支
払
い
が
一
部
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
も

国
債
や
郵
便
貯
金
を
強
要
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
現
金
を
受
領
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
大
部
分
の
地
主
が
、
補

償
金
の
支
払
い
を
受
け
て
い
な
い
と
、
回
答
し
て
い
る
。
更
に
土
地
代
金
に
つ
い
て
は
受
領
し
た
も
の
は
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
証
言
を
旧
地
主
関
係
者
か
ら
聞
い
て
い
る
。 

い
。 

沖
縄
県
が
ま
と
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
判
断
を
下
し
た
の
か
、
見
解
を
伺
い
た 

八 

 



 

三 

米
軍
占
領
下
の
所
有
権
認
定
作
業
に
つ
い
て 

3 

多
数
の
旧
地
主
関
係
者
が
、
土
地
代
金
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
と
証
言
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

蔵
省
が
、
「
代
金
は
支
払
わ
れ
た
」
と
断
定
す
る
根
拠
と
は
何
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

激
戦
地
と
な
つ
た
沖
縄
本
島
及
び
伊
江
島
に
お
い
て
は
、
土
地
の
原
形
が
破
壊
さ
れ
ほ
と
ん
ど
の
土
地
の
境

界
が
不
明
と
な
り
公
図
、
公
簿
は
も
ち
ろ
ん
個
人
の
登
記
関
係
書
類
も
消
失
し
た
。 

と
い
う
陳
述
及
び
資
料
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

正
当
に
契
約
し
代
金
を
支
払
つ
た
と
の
陳
述
は
ど
う
い
う
立
場
の
人
で
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
旧
日
本
軍

関
係
者
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
正
当
に
契
約
し
土
地
代
金
の
支
払
い
を
受
け
た
旧
地
主
関
係
者
で
あ
る
の
か
。 

そ
の
人
の
住
所
、
氏
名
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
当
然
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
示
さ
れ
た
い
。 

そ
こ
で
、
伺
い
た
い
。 

併
せ
て
、
そ
の
陳
述
及
び
資
料
の
内
容
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

1 

大
蔵
省
は
「
国
有
地
」
が
、
「
適
正
」
か
つ
「
厳
正
」
に
実
施
さ
れ
た
所
有
権
認
定
作
業
に
基
づ
い
て
証
明
さ 

戦
後
、
全
面
占
領
支
配
下
で
米
軍
の
布
令
、
布
告
に
よ
る
所
有
権
認
定
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の

作
業
は
、
①
測
量
器
具
は
不
完
全
き
わ
ま
る
も
の
で
、
測
量
技
術
者
も
不
足
し
、
に
わ
か
仕
込
み
の
技
術
者
の

手
に
よ
つ
て
測
量
が
行
わ
れ
た
。
②
飛
行
場
用
地
も
含
め
米
軍
基
地
は
、
立
入
禁
止
の
た
め
調
査
測
量
が
で
き

な
か
つ
た
。
⑧
短
期
間
（
五
ヵ
年
）
に
調
査
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
的
余
裕
が
な
か
つ
た
。
④
戦
争

に
よ
つ
て
人
々
は
、
離
散
、
死
亡
、
行
方
不
明
と
な
つ
た
他
、
海
外
か
ら
の
未
帰
還
者
が
多
い
な
ど
と
い
う
状

態
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。 

従
つ
て
、
そ
の
結
果
作
成
さ
れ
た
公
図
、
公
簿
は
、
極
め
て
不
正
確
で
不
備
、
欠
陥
が
多
く
、
土
地
の
現
地

境
界
を
確
定
し
得
る
程
度
の
信
憑
性
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
け
る
位
置
境
界
不
明
地

域
内
の
各
筆
の
土
地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
長
期
に
わ
た
る
地
籍
明
確

化
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
作
業
は
極
め
て
困
難
な
状
態
に
あ
る
。 

一
〇 

 



 

2 

大
蔵
省
は
「
い
つ
た
ん
国
有
地
と
し
て
証
明
が
交
付
さ
れ
た
後
、
巡
回
裁
判
の
結
果
、
所
有
権
が
民
間
人 

(3) 

旧
日
本
軍
の
飛
行
場
な
ど
、
米
軍
が
基
地
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
管
理
し
た
用
地
へ
の
立
入
は
禁
止

さ
れ
、
調
査
測
量
が
で
き
な
か
つ
た
事
実
を
承
知
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
見
解
を
伺
い
た

い
。 

(2) 

原
形
や
形
状
が
破
壊
さ
れ
た
土
地
の
境
界
を
確
定
し
、
所
有
権
を
認
定
す
る
と
い
う
作
業
期
間
が
わ
ず

か
五
ヵ
年
間
で
あ
る
。
こ
れ
で
「
厳
正
」
と
い
え
る
の
か
。 

(1) 
測
量
技
術
者
の
不
足
、
測
量
器
具
が
不
完
全
な
状
態
の
下
で
行
わ
れ
た
作
業
が
「
適
正
」
な
も
の
で
あ
つ

た
と
い
え
る
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。 

れ
、
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
が
、 

し
か
も
、
海
外
か
ら
の
未
帰
還
者
も
数
多
く
お
り
、
限
ら
れ
た
期
間
内
に
所
有
権
認
定
の
申
請
を
提
出

で
き
た
と
考
え
て
い
る
の
か
、
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

一
一 

 



 

(2) 

大
蔵
省
が
い
う
「
旧
軍
飛
行
場
に
食
い
込
む
形
の
土
地
が
民
有
地
と
認
定
さ
れ
た
事
例
」
に
つ
い
て
、
地 

(1) 

大
蔵
省
は
、
巡
回
裁
判
に
よ
り
民
間
人
に
認
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
「
読
谷
村
字
伊
良
皆
六
九
七
番
地
、

所
有
権
者 

上
間
清
子
」
を
挙
げ
て
い
る
。 

に
認
定
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
」
、
ま
た
、
「
土
地
所
有
権
委
員
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
旧
軍
飛
行
場
に
食
い
込

む
形
の
土
地
が
、
民
有
地
と
認
定
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
」
と
述
べ
、
あ
た
か
も
所
有
権
認
定
作
業
が
適
正
で

あ
つ
た
か
の
よ
う
に
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。 

何
か
。 

番
及
び
所
有
権
者
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

い
る
も
の
で
、
登
記
簿
上
「
沖
縄
県
有
地
」
で
は
な
い
の
か
。 

こ
の
土
地
は
、
沖
縄
北
飛
行
場
（
現
在
、
読
谷
飛
行
場
）
か
ら
、
は
る
か
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て 

こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
ま
た
、
こ
の
土
地
を
大
蔵
省
が
「
国
有
地
」
だ
と
主
張
し
た
根
拠
は 

一
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4 

所
有
権
認
定
作
業
が
米
軍
の
布
令
、
布
告
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
か
ら
と
い
つ
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
重

大
な
欠
陥
を
も
つ
て
行
わ
れ
た
作
業
が
、「
適
正
」
か
つ
「
厳
正
」
と
い
え
る
の
か
、
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

3 

米
軍
管
理
下
に
お
か
れ
た
飛
行
場
用
地
に
つ
い
て
、
米
軍
当
局
は
、
村
を
通
じ
同
用
地
に
か
か
わ
る
地
主

か
ら
の
所
有
権
認
定
申
請
を
受
理
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
が
事
実
で
は
な
い
の
か
。 

(3) 

大
蔵
省
が
事
例
と
し
て
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
土
地
は
、
い
ず
れ
も
飛
行
場
用
地
と
は
全
く
無
関
係
の
土
地

で
あ
り
、
飛
行
場
用
地
の
強
制
接
収
と
は
別
に
、
国
有
地
と
し
た
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ

つ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
所
有
権
認
定
申
請
も
受
理
さ
れ
、
所
有
権
も
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 

接
収
土
地
で
飛
行
場
用
地
内
の
所
有
権
認
定
申
請
が
受
理
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
（
所
有
権
の
認
定
は

別
）
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
の
民
有
地
と
は
、
戦
前
は
飛
行
場
の
外
に
位
置
し
て
い
た
が
、
戦
後
の
所
有
認
定
作
業
に
よ
る
公
図

作
成
の
時
、
誤
つ
て
飛
行
場
用
地
内
の
位
置
に
配
列
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 
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一
四 

四 
接
収
土
地
の
払
下
げ
に
つ
い
て 

最
後
に
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
の
参
議
院
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
竹
下
大
蔵
大
臣
は
、
接
収

土
地
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
振
興
開
発
に
の
つ
と
つ
た
利
用
計
画
を
提
出
す
れ
ば
、
沖
縄
振
興
開
発
特

別
措
置
法
、
国
有
財
産
法
に
沿
つ
て
で
き
る
だ
け
早
く
、
地
方
公
共
団
体
に
払
い
下
げ
る
等
の
処
置
を
と
る

旨
、
答
弁
し
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
政
府
の
統
一
見
解
か
。
ま
た
、
こ
の
方
針
は
旧
日
本
軍
接
収
用
地
全
体
に
関
す
る
も
の
か
、
そ
れ

と
も
一
部
地
域
に
限
定
し
た
も
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。 

併
せ
て
、
そ
の
対
象
と
す
る
地
域
名
及
び
土
地
の
所
在
地
、
面
積
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


